
連合徳島を代表してあいさつを行う河村会長

地方委員会には約100人が参加

島副会長（右）と板東副事務局長（左）
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地
方
委
員
会
は
、
藤
岡
会
長

代
行
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始
ま

り
、
議
長
に
明
利
地
方
委
員

（
都
市
交
）
、
各
種
委
員
を
選

出
後
、
連
合
徳
島
を
代
表
し
て

河
村
会
長
は
「
２
０
１
２
春
季

生
活
闘
争
は
、
賃
金
の
復
元
、

格
差
是
正
を
要
求
に
据
え
な
が

ら
、
生
活
の
維
持
・
向
上
を
図

る
こ
と
を
基
本
に
、
１
％
を
目

安
に
取
り
組
み
を
展
開
し
て
き

た
が
、
額
と
し
て
３
，９
８
４
円

と
な
り
昨
年
よ
り
27
円
下
回
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
地
場
中
小

組
合
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
２
０
１
３
年
度
連
合
の
重

点
政
策
で
あ
る
が
、
公
契
約
基

本
法
・
公
契
約
条
例
制
定
に
よ

る
公
契
約
の
適
正
化
に
向
け
た

地
方
連
合
会
に
お
け
る
具
体
的

な
取
り
組
み
が
提
起
さ
れ
て
い

る
。
連
合
徳
島
と
し
て
、
関
連

組
織
や
組
織
内
議
員
と
の
連
携

を
図
り
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。
政
治
課
題
に
つ
い
て
は
、

政
権
交
代
か
ら
２
年
10
ヶ
月
、

こ
の
間
、
ね
じ
れ
国
会
の
下
で

の
、
決
め
ら
れ
な
い
政
治
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
・
再

生
に
向
か
う
べ
き
政
治
が
党
内

抗
争
や
党
利
党
略
に
明
け
暮
れ

る
か
の
ご
と
き
姿
に
、
国
民
は

苛
立
ち
を
感
じ
て
い
る
。
政

府
・
民
主
党
は
も
ち
ろ
ん
、
野

党
に
も
政
治
の
責
任
を
自
覚
し

た
上
で
の
行
動
を
強
く
求
め
て

い
き
た
い
。
他
方
で
、
現
実
が

期
待
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
し
て

も
、
政
治
は
政
治
家
だ
け
が
行

う
も
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
有

権
者
も
含
め
た
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
私
た
ち
は
現
実
の
政
治
か

ら
目
を
背
け
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
２
０

１
３
年
夏
に
確
実
に
実
施
さ
れ

る
参
議
院
議
員
選
挙
は
、
極
め

て
重
要
な
位
置
づ
け
を
持
っ
て

い
る
。
今
日
ま
で
に
、
幾
つ
か

の
構
成
組
織
に
お
い
て
、
参
議

院
比
例
区
に
向
け
て
組
織
内
候

補
を
擁
立
す
る
手
続
き
が
進
ん

で
い
る
が
、
極
め
て
厳
し
い
選

挙
戦
に
な
る
こ
と
が
確
実
で
あ

る
だ
け
に
、
連
合
そ
の
も
の
の

真
価
が
問
わ
れ
る
。
来
る
べ
き

参
議
院
選
挙
勝
利
に
向
け
て
構

成
組
織
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

本
格
的
な
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
。
最
後
に
、
本
地

方
委
員
会
は
、
２
０
１
２
年
度

上
半
期
の
総
括
と
後
期
主
要
課

題
の
補
強
に
つ
い
て
ご
審
議
を

頂
く
委
員
会
で
あ
る
。
建
設
的

か
つ
真
摯
な
論
議
を
お
願
い
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

 

報
告
事
項
で
は
、
齋
藤
事
務

局
長
よ
り
一
般
経
過
報
告
、
竹

谷
財
政
局
長
よ
り
上
半
期
会
計

報
告
、
大
岡
会
計
監
査
よ
り
監

査
報
告
が
行
わ
れ
、
全
体
の
拍

手
で
承
認
さ
れ
た
。

　
続
い
て
議
事
に
入
り
、
第
１

号
議
案
・
２
０
１
２
年
春
季
生

活
闘
争
中
間
ま
と
め
、
第
２
号

議
案
・
２
０
１
２
年
度
後
期
主

要
課
題
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
齋
藤
事
務
局
長
よ
り
提

案
。
質
疑
の
後
、
全
体
の
拍
手

で
承
認
。
続
い
て
、
第
３
号
議

案
・
連
合
徳
島
役
員
補
充
、
第

４
号
議
案
・
表
彰
に
つ
い
て
寺

西
副
会
長
、
河
村
会
長
が
提

案
、
承
認
さ
れ
た
。

 

そ
の
後
、
地
方
委
員
会
ア
ピ

ー
ル
を
下
副
会
長
が
提
案
し
採

択
さ
れ
た
後
、
峰
行
副
会
長
の

閉
会
あ
い
さ
つ
、
河
村
会
長
の

団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
閉
会
し
た
。

　
徳
島
県
労
働
者
福
祉
協
議

会
・
小
松
義
明
会
長
、
全
労
済

徳
島
県
本
部
・
川
越
敏
良
本
部

長
、
四
国
労
働
金
庫
・
藤
原
学

常
務
理
事
、
民
主
党
徳
島
県

連
・
橋
本
幸
子
幹
事
長
、
社
会

民
主
党
徳
島
県
連
合
・
寺
前
學

代
表
、
衆
議
院
議
員
・
杉
本
友

好
仙
谷
由
人
秘
書
、
衆
議
院
議

員
・
林
美
津
子
高
井
美
穂
秘

書
、
衆
議
院
議
員
・
田
邉
春
美

仁
木
博
文
秘
書
、
参
議
院
議

員
・
髙
橋
良
輔
中
谷
智
司
秘

書
、
徳
島
県
高
齢
退
職
者
団
体

連
合
・
小
笠
原
幸
雄
会
長
。
以

上
11
人
。
連
合
徳
島
議
員
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
か
ら
は
６
人
が
参
加

し
た
。

　
２
０
１
２
年
度
連
合
徳
島
地

方
委
員
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
７
期
14
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

連
合
徳
島
の
運
動
を
牽
引
さ
れ

て
き
た
吉
田
良
一
前
副
会
長

（
電
力
総
連
）が
退
任
さ
れ
た
。

　
後
任
に
、
島
和
久
さ
ん
（
電

力
総
連
）
が
副
会
長
に
選
任
さ

れ
た
。

　
ま
た
、
副
事
務
局
長
に
板
東

喜
代
子
さ
ん
（
連
合
徳
島
事
務

局
）
が
選
任
さ
れ
た
。
板
東
さ

ん
は
、
中
央
地
協
の
事
務
局
長

も
兼
任
す
る
。

　
第
一
に
組
織
拡
大
と
強
化
の

取
り
組
み
で
あ
る
。連
合
は
、
第

62
回
中
央
委
員
会
（
２
０
１
２
年

５
月
31
日
）に
お
い
て
、「
１
０
０

０
万
連
合
実
現
プ
ラ
ン
」
を
確
認

し
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
、
組
織

の
総
力
を
挙
げ
１
０
０
０
万
連

合
の
構
築
に
向
け
、
組
織
拡
大
を

め
ざ
す
こ
と
と
し
た
。連
合
徳
島

も
各
構
成
組
織
の
組
織
拡
大
方

針
を
軸
に
、
県
下
の
働
く
仲
間
の

組
織
化
を
進
め
、
５
万
人
連
合
徳

島
を
め
ざ
す
こ
と
と
す
る
。そ
の

た
め
に
、
改
め
て
各
組
織
に
お
け

る
こ
の
間
の
活
動
を
総
括
し
、
具

体
的
な
組
織
化
・
組
織
拡
大
行

動
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。労
働
運
動
の
停
滞
が
叫
ば
れ

る
中
、
労
働
運
動
の
原
点
で
あ
る

「
組
織
化
・
組
織
拡
大
」
を
推
し

進
め
、
労
働
運
動
の
活
性
化
を
は

か
る
と
と
も
に
、
連
合
の
社
会
的

役
割
を
さ
ら
に
強
め
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
に
、
政
策
・
制
度
実
現
の

取
り
組
み
で
あ
る
。私
た
ち
が
求

め
る
『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
』
の
実
現
と
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
・
再
生
に
む
け
、

政
策
実
現
を
強
く
求
め
て
い
く
。

と
り
わ
け
、
被
災
者
の
生
活
基
盤

の
整
備
、
雇
用
の
創
出
・
確
保
な

ど
の
被
災
地
支
援
対
策
、
積
極
的

な
雇
用
政
策
と
社
会
保
障
政
策

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
実
現
の

た
め
の
労
働
法
制
改
革
な
ど
、
国

民
が
将
来
に
わ
た
っ
て
希
望
と

安
心
が
持
て
る
社
会
の
実
現
に

む
け
て
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
。あ
わ
せ
て
、
来
年
実
施
さ
れ

る
参
議
院
議
員
選
挙
に
む
け
て
、

各
組
織
の
対
応
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
衆
議
院
選
挙
の
議
論
を

進
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
連
合
徳
島
は
、
こ
う
し
た
課
題

に
対
し
て
、
全
構
成
組
織
・
地
協

に
お
け
る
議
論
を
活
発
化
さ
せ
、

具
体
的
な
行
動
の
も
と
、
よ
り
力

強
く
運
動
を
前
進
さ
せ
る
。

 
２
０
１
２
年
度
連
合
徳
島
地
方
委
員
会
が
６
月
22
日

に
徳
島
市
の
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、連
合

徳
島
執
行
部
・
地
方
委
員
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
。

働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
実
現
に
向
け
、

２
０
１
２
年
度
の
後
期
主
要
課
題
方
針
を
決
定
し
た
。

◎７月21日（土）
　　安全衛生管理者養成講座（県総合福祉センター）
◎７月28日（土）～29日（日）
　　「連合の森」親子サマーキャンプ（美馬市木屋平）
◎８月４日（土）
　　安全衛生管理者養成講座（とくしま県民活動プラザ）
◎８月７日（火）～10（金）
　　平和行動in長崎
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